
平和を希求する心を育てる取組 

 

報告年月日  2018 年 11 月 15 日                  

都市名・国 モンテンルパ市、フィリピン                   

 

取組の名称 2018 年地区技能大会（社会科学習） 

実施主体 
（該当項目に✔） 

□学校 □自治体 □ＮＧＯ □複合（               ） 

その他：モンテンルパ学校事務局 

テーマ・目的 
（例:核兵器廃絶、テロ、暴力など） 

平和への権利―世界人権宣言 70 周年 

対象者 
（年齢･学年、人数等） 

（例:12 歳の子ども 60 名、保護者や市民 30 人など） 
 

4 年生から 12 年生が参加。内訳としては、10 歳から 18 歳の生徒 84 名（視

覚・聴覚障害を持っていたり ADHD と診断され特別支援が必要な生徒 20名を

含む）。成人 104 名（うち 84 名は教師指導者、20 名は障害のある生徒の付き

添いである親） 

実施場所 主催校：モンテンルパ国立高校（モンテンルパ市メイン） 

実施期間 

毎年、全国平和意識記念の開催期間に、モンテンルパ市の生徒たちの多彩な

技能に焦点を当てたマルチイベントコンテストを実施しています。9月に学

校単位でコンテストを行い、10 月に地区レベルで集大成となる地区技能大会

を開催します。 

取組の概要（授業、イベントはプログラムの次第を、その他（例：コンテスト等）はそのプロセスを、具体的に

記入してください。） 

社会科学習として行う地区技能大会は、マルチイベントコンテストとして毎年開催さ

れています。最初に学校単位でコンテストを行い、その後、地区大会に出場する学校

代表者を選出します。 
 

今年のコンテストは、障害をもつ生徒たちが初めて参加した記念すべき大会となり

ました。大会のテーマは、いつも「国際平和デー」記念でのテーマが採用されます。

マルチイベントコンテストは2つのレベルに分かれています。初級レベルでは、ポス

ター作成、歴史、地理、文化に関するクイズ、中級レベルでは、ディベート、時事

問題や一般知識に関するクイズ、作曲、演劇のコンテストが実施されています。 
 

各コンテストでは審査基準に照らし、専門家の審査員が上位 3 名を選出します。入

賞者には認定証とトロフィーが授与されます。 
 
参加者の反応 

 
参加者した教師指導者も生徒も競争心一杯に取り組みましたが、参加者同士の仲間意

識も生まれました。生徒たちは準備万端で挑み、様々なイベントの中で自らの持つ能

力と技能を存分に発揮しました。観客として来ていた親たちも、子どもたちの活躍ぶ

りや、自分たちの意見を自信をもって自由に発表する姿を見て驚いていました。 

成果 
 

本イベントは「平和への権利―世界人権宣言70周年」をテーマとした国際平和デーの記念行事

として実施され、生徒たちが自らの知識、技能、自信、そして仲間意識を示す場となりました。 
 

また本イベントを元に、学校地区事務所は地域レベルのマルチイベントコンテスト参加資格者

を選出しました。地域レベルのコンテストに生徒代表として参加し、見事な成績を収めて注目

されたのは、中級レベルのクイズコンテストで3位に入賞したクラリッサ・ミラーさんと、デ

ィベート部門で3位に入賞したカール・トレンチェラさんです。 

 



課題 
 

今年は本プロジェクト実行に当たり、活動費の計上が必要でした。 
 
取組で使用した素材について（図書、映像、パワーポイントなど。内容をわかりやすく簡潔に記入してくだ

さい。） 
 

クイズコンテストでは、トピックに沿った国内外の資料を使用しました。 
 
上記素材の共有の可否（取組で使用した素材を、平和首長会議の WEB サイトに掲載し、他都市と共

有することに、著作権その他の問題がないか、次からお選び下さい。） 

■掲載可能（素材を添付してください）   □掲載不可   □不明 

※ 画像等の資料がある場合は別ファイルで提出してください。 

 

 

  



2018年社会科学習として行う地区技能大会 

マルチイベントコンテストの優勝者表彰 

 

  

クイズコンテストでの教師、生徒、審査員(中級レベル) 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

コンテストには特別支援が必要な生徒も参加（視覚、聴覚障がい者） 

クイズコンテストでの教師、生徒、審査員(初級レベル) 

 

 

 

 



 

 

ポスター作成コンテストに参加する生徒 

 

 

地区大会のディベート部門参加者 



 

地域レベルのマルチイベントコンテストでの地区大会優勝者 

ディベートコンテストとクイズコンテストで3位入賞した二人 

 

 

障害のある生徒も初級レベルのクイズコンテストに参加 

 


